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評

ψ
囚
β
壽
噛
日
p
　
郎
ミ
8
笥
一
読
壽
§
ぎ
簿
駄
§
国
ミ

　
ミ
N
N
§
註
§
ミ
匝
Q
Q
ミ
ミ
。
§
駄
琳
ぽ
ミ
馬
越

吉
　
田

豊

　
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
国
境
近
く
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ハ
ッ
ダ
で
最
近
発
見

さ
れ
た
と
さ
れ
る
樺
皮
に
書
か
れ
た
当
課
ー
シ
ュ
テ
ィ
ー
文
字
仏
典
を
研
究

し
て
い
る
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
即
ω
巴
○
日
自
教
授
は
、
○
お
讐
2

0
雪
象
讐
p
「
大
ガ
ン
ダ
ー
ラ
」
と
い
う
名
称
を
考
案
し
た
。
（
Ω
・
奪
§
§
腎

b
u
黛
§
画
業
6
駐
辱
・
o
ミ
Q
§
寧
歳
ミ
．
§
恥
b
口
、
ミ
客
位
帖
腎
ミ
華
墨
ミ
。
魚
鳶

》
§
§
蚤
『
○
巳
o
P
一
り
り
P
窓
．
卜
○
山
マ
）
ペ
シ
ャ
ワ
ル
周
辺
の
狭
義
の
ガ

ン
ダ
ー
ラ
に
付
し
て
、
「
大
ガ
ン
ダ
ー
ラ
」
は
西
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
南
部
、

東
は
タ
キ
シ
ラ
の
東
ま
で
を
含
む
地
域
で
、
か
つ
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
や
ガ
ン

ダ
ー
ラ
美
術
を
共
有
し
た
地
域
だ
と
し
て
い
る
。
桑
山
氏
は
ま
さ
に
こ
の

「
大
ガ
ン
ダ
ー
ラ
」
地
域
の
遺
跡
を
発
掘
・
踏
査
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の

調
査
の
報
告
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
遺
跡
の
編
年
を
主
な
目
的
と
し
て
イ
ン

ド
と
中
国
の
問
を
事
歴
し
た
僧
侶
の
伝
記
を
詳
し
く
分
析
し
、
ま
さ
に
内
外

で
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
研
究
成
果
を
世
に
問
い
続
け
て
き
て
い
る
。
当
の

桑
山
氏
は
「
大
ガ
ン
ダ
ー
ラ
」
に
対
す
る
よ
り
お
そ
い
時
代
の
名
称
と
し
て

「
汎
力
ー
ビ
シ
ー
（
勺
き
《
習
蜂
）
」
と
い
う
用
語
を
作
っ
た
が
、
「
大
ガ

ン
ダ
ー
ラ
」
な
い
し
「
汎
力
ー
ビ
シ
ー
」
こ
そ
が
、
申
込
で
「
嗣
賓
」
と
呼

ん
だ
地
域
で
は
な
か
っ
た
か
？
厨
賓
と
い
う
地
名
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
地

域
に
つ
い
て
も
桑
山
氏
に
よ
っ
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
時
代
ご
と

に
指
示
地
域
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
大
ガ
ン
ダ
ー
ラ
」
に
お
い
て
時

代
ご
と
に
、
政
治
経
済
（
あ
る
い
は
仏
教
）
の
中
心
と
な
る
地
域
が
変
わ
っ

た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　
本
書
は
、
桑
山
氏
の
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
退
官
に
際
し
て
、
氏
が

か
つ
て
「
大
ガ
ン
ダ
ー
ラ
」
（
本
書
の
タ
イ
ト
ル
の
鋤
。
δ
。
・
ω
ひ
①
国
貯
匙
午

皆
筈
が
そ
れ
に
当
た
る
）
の
遺
跡
に
関
し
て
発
表
し
た
英
文
の
論
文
を
集

め
て
一
冊
の
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
本
を
、
二
〇
〇
〇
年
二

月
に
六
四
歳
の
誕
生
日
を
目
前
に
し
て
他
界
さ
れ
た
竃
■
日
p
象
鉱
教
授
に

捧
げ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
の
円
口
強
Φ
一
教
授
と
桑
山
氏
は
研
究
分
野
を
同
じ

く
す
る
研
究
者
と
し
て
、
特
に
親
し
く
し
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
収
録
さ
れ
た
一
六
編
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
て
お
く
。
日
本
人

の
読
者
の
便
宜
の
た
め
に
、
内
容
が
重
な
る
日
本
語
の
論
著
を
添
え
て
お
く
。

た
だ
し
桑
山
氏
は
日
本
語
で
書
か
れ
た
論
文
の
英
語
版
を
発
表
す
る
と
い
う

形
態
を
と
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
複
数
の
論
考
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
こ
と
は
了
承
さ
れ
た
い
。
な
お
桑
山
氏
の
二
〇
〇
二
年
三
月
ま

で
の
著
述
目
録
は
、
『
東
方
学
報
臨
京
都
零
細
吋
O
O
ω
も
℃
．
心
当
誌
霜
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
（
ま
た
よ
り
詳
し
い
著
作
リ
ス
ト
お
よ
び
氏
の
略
歴
は
、

退
富
を
記
念
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
の
会
場
で
出
席
者
に
配
布
さ
れ
た
。
評
者
は

作
成
者
の
稲
葉
穣
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に

記
し
て
謝
意
を
表
す
。
）

－
　
じ
σ
ロ
島
匹
田
馨
Φ
し
。
賦
ぴ
に
ω
げ
露
Φ
緊
ヨ
8
ゆ
凶
一
鋤
。
部
住
O
p
μ
q
匡
費
P
・
＞
o
ぽ
お
亭

　
　
o
δ
α
Q
ざ
p
＝
Φ
鼠
Φ
ヨ
℃
℃
・
一
∴
一
・

　
　
「
タ
キ
シ
ラ
仏
寺
の
伽
藍
構
成
」
『
東
方
学
報
』
京
都
直
ρ
一
箋
♪
℃
ワ

　
　
ω
卜
⊃
甲
ω
切
鼻
一
「
タ
キ
シ
ラ
目
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
教
寺
院
」
『
パ
キ
ス
タ

118　（882）
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評
　
　
7

轡

ン
ー
ー
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
展
図
録
嘱
東
京
煽
り
。
。
倉
署
．
一
三
山
卜
。
刈
一

『
カ
ー
ビ
シ
ー
巨
ガ
ン
ダ
ー
ラ
史
研
究
臨
（
以
下
『
博
論
騙
と
略
す
）

℃
で
．
緊
G
o
卜
⊃
．

日
げ
Φ
ω
ρ
信
霞
Φ
℃
o
象
¢
白
ぎ
日
p
×
諜
斜
障
。
。
ぎ
鉾
。
師
¢
o
蹴
o
P
唱
℃
．
一
ト
⊃
山
9

「
ス
ト
ゥ
ー
パ
方
形
長
男
の
由
来
」
咽
足
利
惇
氏
教
授
喜
寿
記
念
イ
ン

ド
学
オ
リ
エ
ン
ト
学
論
集
』
東
京
漏
り
刈
G
Q
も
唱
．
一
り
甲
b
⊃
冨
一
『
博
論
験

唱
や
マ
ω
卜
。
．

日
7
①
ゆ
β
匹
鳥
げ
鋤
、
ω
げ
。
≦
＝
昌
0
9
昌
島
犀
窪
P
唱
℃
．
恒
O
－
仁
ω
．

「
嗣
賓
と
仏
聖
」
明
展
望
　
　
ア
ジ
ア
の
考
古
学
』
東
京
這
。
。
ω
も
騨

㎝
④
守
①
O
ご
　
『
博
論
』
も
賢
斜
ω
－
㎝
P
回
も
。
一
－
零
ρ
冠
？
一
課
．

月
げ
Φ
老
げ
Φ
鮎
－
路
p
℃
Φ
鳥
ω
8
語
0
8
貸
ω
国
ω
箆
Φ
ω
9
℃
p
》
雄
山
＠
Φ
づ
帥
営
づ
。
属

蹄
。
導
〉
¢
α
Q
蕊
賦
口
幻
。
ヨ
ρ
唱
℃
．
継
や
①
G
Q
．

「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
霊
廟
と
大
ス
ト
ゥ
ー
パ
⊥
車
輪
状
構
造
の
由
来

　
　
」
『
東
方
学
報
』
京
都
械
ρ
一
り
り
。
。
も
㍗
α
①
①
－
㎝
O
①
（
逆
ぺ
…
ジ
）
。

OQ

ｰ
餌
7
㌣
ぼ
0
7
Φ
臥
ぴ
臥
o
H
Φ
閤
餌
巳
筈
陣
勲
℃
℃
・
①
⑩
季
Q
Q
O
．

「
ω
げ
玉
笹
－
賦
U
プ
①
H
㌣
王
権
の
遷
変
」
『
東
方
学
報
』
京
都
①
メ
一
Φ
O
ρ

℃
や
鼻
O
。
。
山
曽
（
逆
ペ
ー
ジ
。
こ
の
テ
…
マ
に
関
し
て
は
別
に
一
九
九

七
年
に
英
文
の
著
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
）
。

〉
し
Q
℃
Φ
o
冨
。
｛
ω
ε
℃
勉
8
霞
け
餌
什
国
鋤
匹
儀
斜
↓
巷
餌
ω
7
0
8
附
き
島
U
鋤
一
日
ρ

唱
唱
．
①
O
－
一
〇
①
．

「
ハ
ッ
ダ
最
近
の
発
掘
に
関
す
る
問
題
」
噸
東
方
学
報
』
京
都
鼻
9

一
¢
刈
ρ
℃
や
ω
ω
甲
ω
㎝
メ

日
げ
Φ
　
国
Φ
唱
鐸
7
巴
障
Φ
。
・
　
8
　
同
。
犀
ゲ
節
ユ
し
。
欝
昌
　
窪
川
　
O
o
口
島
国
Φ
類
噛
唱
℃
．

一
〇
刈
1
一
ω
り
．

「
ナ
レ
ー
ン
ド
ラ
ヤ
シ
ャ
ス
と
湯
具
」
『
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
創
立

8911工01213

三
十
五
周
年
記
念
オ
リ
エ
ン
ト
学
論
集
』
東
京
一
〇
⑩
ρ
署
．
一
ω
ω
山
0
卜
⊃

一
「
ト
ハ
…
リ
ス
タ
ー
ン
の
エ
フ
タ
ル
、
チ
ュ
ル
ク
と
そ
の
城
邑
」

『
三
笠
宮
殿
下
古
希
記
念
オ
リ
エ
ン
ト
学
論
集
』
東
京
｝
⑩
○
。
ρ
寒
．

謀
O
山
認
“
『
博
論
』
窓
．
豫
山
①
N
も
。
Φ
①
－
濠
一
．

日
ぞ
○
罠
⇒
①
類
臣
Φ
。
。
o
o
目
8
3
ぎ
σ
q
§
Φ
Φ
匿
露
σ
q
Φ
づ
8
0
粘
ひ
①
0
9
0
ω
し
。
一
冒

しd

寃
?
蔓
p
戸
℃
や
一
白
O
I
一
α
9

bd

帥
?
ぞ
睾
雪
傷
営
ω
b
づ
億
儒
伍
寓
。
。
汁
8
口
く
三
①
ω
u
唱
や
δ
O
一
δ
一
．

（
上
記
一
一
点
）
「
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
私
注
」
『
建
築
史
学
』
N
曲
り
。
。
♪
℃
や

冨
甲
一
〇
〇
一
「
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
大
仏
成
立
に
か
か
わ
る
ふ
た
つ
の
道
」

『
東
方
学
報
』
京
都
α
四
一
㊤
c
。
9
醤
．
一
〇
甲
卜
⊃
O
り
一
　
『
博
論
』
毛
．

り
で
H
①
N
ω
倉
O
I
ω
継
ρ
膳
円
甲
膳
ω
ピ

〉
屋
≦
畠
8
h
。
＝
W
の
σ
q
同
義
日
”
℃
も
．
δ
鳴
語
誌
．

日
げ
①
ゲ
。
篇
N
o
⇔
o
h
b
d
Φ
σ
q
鑓
ヨ
H
H
H
p
昌
匹
σ
Φ
罵
O
p
臨
．
》
o
芹
。
⇒
o
｝
o
σ
q
搾
巴

ぎ
8
壱
お
鼠
瓢
。
雷
。
｛
ひ
㊦
①
＜
改
Φ
目
。
Φ
h
9
ヨ
。
制
帽
諺
Φ
算
ω
ぎ
夢
①
囚
麟
瓢
獣
－

囚
餌
げ
巳
－
O
げ
雷
巳
誘
σ
q
δ
P
で
唱
・
一
刈
ω
山
り
9

（
上
記
2
点
）
「
七
世
紀
に
お
け
る
ベ
グ
ラ
ー
ム
の
存
立
」
『
西
南
ア
ジ

ア
研
究
駈
ω
ρ
括
り
○
。
り
も
℃
．
卜
。
一
－
亡
八
『
博
論
』
署
・
一
①
ω
幽
さ
。
メ

写
琶
り
≧
§
餌
鋤
巳
冨
。
。
。
麺
Φ
嵩
琶
。
。
。
＆
G
・
ザ
爵
Φ
ω
再
軍
事
図
冨
－

⇒
斜
切
嗣
げ
巳
冒
唱
℃
．
邸
0
9
邸
O
S

「
葱
嶺
山
と
阿
路
揉
由
」
『
考
古
学
論
考
　
　
小
林
行
雄
博
士
古
希
記

念
論
文
集
聴
東
京
6
。
。
卜
。
｝
署
．
δ
①
。
。
山
O
。
。
①
一
『
博
論
㎏
思
．

悼
Φ
刈
一
ω
O
G
◎
．

疑
2
日
掛
。
｛
円
田
鉱
8
ぎ
ω
甲
℃
℃
．
鳴
O
G
。
－
ト
っ
ト
っ
一
．

魍
博
紘
繭
隔
　
で
唱
．
一
刈
ω
1
同
“
刈
一
　
「
山
バ
ー
八
世
紀
囚
似
b
誌
回
－
囚
鯛
び
β
一
－
O
げ
鋤
N
資
日

地
方
の
貨
幣
と
支
配
者
」
『
東
方
学
報
』
京
都
①
ρ
一
り
④
ρ
隠
．

（883）119



　
　
斜
ω
9
ω
c
o
一
（
逆
ペ
ー
ジ
）
。

14
@
日
子
6
嘆
器
ω
冨
翫
ω
き
傷
叫
匹
①
＜
雪
げ
輪
郭
ヨ
き
8
匙
。
。
o
¢
ぢ
酔
母
Φ
ω
駐

　
　
団
霧
け
》
｛
σ
q
財
き
一
ω
感
P
℃
唱
．
鱒
N
b
⊃
『
卜
⊃
騨
○
。
．

　
　
「
大
理
石
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
像
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
王
朝
の
も
の
か
」
『
東
方
学

　
　
報
臨
京
都
鼻
ρ
一
Φ
認
も
℃
」
－
0
庶
　
『
博
論
』
℃
唱
．
ω
O
c
。
－
ω
8
．

15
@
日
訂
ぎ
し
・
9
な
鑓
8
0
｛
○
習
①
砂
鋤
坤
。
導
O
p
益
Φ
N
餌
巳
鋤
。
訂
8
0
一
〇
α
Q
蛍

　
　
o
｛
夢
Φ
日
曝
冠
ω
匿
ぼ
ρ
唱
℃
．
ト
っ
駆
り
山
0
Φ
■

　
　
「
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
像
碑
銘
に
み
え
る
カ
ー
ブ
ル
突
腰
王
の
編
年
」
『
西

　
　
南
ア
ジ
ア
研
究
』
ω
㎝
篇
Φ
⑩
N
も
や
邸
ト
っ
山
○
。
．

16
@
U
即
け
ヨ
α
q
網
募
。
＜
餌
臨
き
○
｛
隊
鋤
づ
p
ε
o
⇔
§
Φ
Φ
＜
置
魯
8
0
｛
国
β
陣
。
訂
ρ

　
　
℃
マ
邸
①
㌣
卜
⊃
刈
P

　
　
槻
慧
超
往
五
天
埜
国
士
研
究
』
京
都
一
〇
〇
N
℃
℃
高
山
封
一
一
？
一
ト
。
O
．

　
こ
れ
ら
の
論
文
は
論
文
3
を
の
ぞ
け
ば
、
ほ
ぼ
扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
の

時
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
点
で
は
噸
博
論
』
と
同
じ
構
成
に
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
『
博
論
撫
以
降
に
発
表
さ
れ
た
論
文
も
少
な
く
な
い
。
論

文
4
・
5
・
1
3
・
1
4
・
1
5
・
1
6
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
早
い
時
期
の
ガ

ン
ダ
ー
ラ
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
建
築
様
式
に
か
か
わ
る
も
の
（
論
文
1
・
2
・

4
・
5
・
6
）
と
、
五
世
紀
以
降
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
及
び
六
世
紀
以
降
の
カ
ー

ビ
シ
ー
・
カ
ー
ブ
ル
地
方
、
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
の
遺
跡
や
発
掘
物
に
関
す
る
論

考
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
一
六
編
の
論
文
で
桑
山
氏

の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
核
は
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
氏
の
研

究
の
副
産
物
と
も
言
え
る
、
玄
奨
に
関
す
る
一
連
の
論
著
や
、
東
方
に
も
た

ら
さ
れ
た
サ
サ
ン
朝
の
図
像
に
関
す
る
諸
研
究
（
サ
サ
ン
の
コ
イ
ン
や
金
銀

器
、
法
隆
寺
の
錦
の
紋
様
に
つ
い
て
の
論
考
）
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

日
本
で
は
玄
莫
に
対
す
る
興
味
が
高
く
、
最
近
の
玄
奨
に
対
す
る
日
本
人
の

イ
メ
ー
ジ
は
多
く
を
桑
山
氏
の
見
解
に
負
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
れ

ば
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
論
文
だ
け
で
は
、
氏
の
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
貢
献

の
全
体
像
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
本
書
評
を
行
う
に
あ
た
っ
て
ま
ず
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

評
者
は
イ
ス
ラ
ム
化
以
前
の
イ
ラ
ン
の
言
語
、
と
り
わ
け
ソ
グ
ド
語
を
研
究

対
象
と
す
る
言
語
学
文
献
学
者
で
あ
っ
て
、
桑
山
氏
が
専
攻
す
る
考
古
学
に

つ
い
て
は
専
門
的
な
知
識
を
持
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
本
書
の
書
評

を
担
当
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、
本
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
地
域
と
時
代
の
主

要
な
部
分
が
、
評
者
が
関
心
を
持
つ
バ
ク
ト
リ
ア
語
が
使
わ
れ
た
時
代
と
地

域
に
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
　
九
九
〇
年
代
か
ら
タ
リ

バ
ー
ン
支
配
下
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
、
三
つ
の
重
要
な
文
献
群
の
発
見
が

あ
っ
た
。
第
一
は
上
述
し
た
カ
ロ
ー
シ
ュ
テ
ィ
ー
文
字
仏
典
、
鍛
工
は
バ
ー

ミ
ヤ
ー
ン
で
入
手
さ
れ
た
ら
し
い
お
び
た
だ
し
い
数
の
仏
典
で
、
現
在
は
そ

の
所
有
者
に
ち
な
ん
で
ス
コ
イ
エ
ン
匡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

第
三
は
、
出
土
地
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
大
半
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
山

脈
の
北
、
ル
ー
イ
（
古
く
は
ロ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
た
）
の
領
主
の
文
書
庫
に
由

来
す
る
ら
し
い
バ
ク
ト
リ
ア
語
の
世
俗
文
献
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
ま
た
ラ
バ

タ
ク
で
発
見
さ
れ
た
カ
ニ
シ
カ
碑
文
の
発
見
も
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
の
バ
ク
ト
リ
ア
語
の
世
俗
資
料
の
内
容
の
解
明
に
は
、
こ
の
地
域

の
イ
ス
ラ
ム
化
以
前
の
歴
史
地
理
に
関
す
る
理
解
は
不
可
欠
で
あ
る
。
日
本

で
は
古
く
は
榎
一
雄
が
エ
フ
タ
ル
の
歴
史
を
解
明
す
る
目
的
で
一
連
の
論
文

を
公
表
し
た
が
、
そ
の
後
は
桑
山
氏
が
こ
の
地
域
の
遺
跡
を
発
掘
調
査
し
、

そ
れ
ら
の
遺
跡
の
歴
史
的
な
背
景
を
解
明
す
べ
く
、
文
献
史
料
を
詳
細
に
検

討
し
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
閻
ω
書
し
。
，
≦
田
貯
日
。
。
が
二
〇
〇
〇
年

に
発
表
し
た
バ
ク
ト
リ
ア
語
文
書
で
西
暦
七
〇
三
年
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
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評書

れ
る
契
約
文
書
（
b
U
§
§
§
魯
§
ミ
§
餅
押
○
改
。
叫
辞
悪
．
り
町
零
）
に
は
、

当
時
の
支
配
者
と
し
て
鳶
ミ
暑
8
0
馬
。
装
o
N
§
o
「
バ
ガ
ト
ル
（
と
い
う
称

号
を
持
つ
）
ぴ
罫
巳
践
（
と
い
う
名
薬
の
人
物
）
」
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

文
書
の
発
表
当
時
に
は
問
題
の
部
分
は
正
し
く
読
む
こ
と
が
で
き
ず
、
後
に

文
書
の
現
物
を
見
る
過
程
で
こ
の
正
し
い
読
み
を
発
見
し
た
と
い
う
知
ら
せ

を
受
け
た
。
ω
ぎ
ω
－
芝
謹
貯
辞
し
・
氏
か
ら
、
当
該
の
支
配
者
に
つ
い
て
何
か
ア

イ
デ
ィ
ア
は
な
い
か
と
い
う
質
問
を
受
け
た
と
き
、
桑
山
氏
の
『
博
論
』
を

読
ん
で
い
た
評
者
は
、
す
ぐ
に
西
暦
七
〇
五
年
に
中
国
に
入
朝
し
た
聖
火
羅

葉
護
の
弟
の
僕
羅
に
思
い
当
た
り
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
（
本
書
や

一
G
。
⑩
も
参
照
。
）
お
そ
ら
く
は
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
発
見

の
歴
史
学
的
な
意
義
は
小
さ
く
な
い
。
最
近
で
は
ま
た
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
の
西

一
〇
〇
キ
ロ
ほ
ど
の
場
所
で
見
つ
か
っ
た
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
遣
跡
で
、
八
世
紀

初
め
の
バ
ク
ト
リ
ア
語
碑
文
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
届
い
て
お

り
、
内
容
の
解
明
に
は
漢
文
の
史
料
利
用
は
不
可
欠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
出
土
し
た
他
の
二
つ
の
文
献
群
で
も
、
問
題
と
な
る

時
代
と
地
域
は
桑
山
氏
の
カ
バ
ー
す
る
研
究
分
野
に
す
っ
ぽ
り
お
さ
ま
る
。

す
な
わ
ち
ハ
ッ
ダ
の
仏
教
遺
跡
や
仏
教
国
と
し
て
の
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
は
桑
由

氏
が
ま
さ
に
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
（
ち
な
み
に
論
文

6
で
は
、
ハ
ッ
ダ
の
仏
教
遺
跡
の
編
年
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
が
、

問
題
の
カ
ロ
ー
シ
ュ
テ
ィ
ー
文
字
仏
典
が
紀
元
後
一
世
紀
に
比
定
さ
れ
る
と

す
る
ω
毘
。
露
。
海
の
説
は
桑
山
氏
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
で
あ
ろ
う
。
）
従
っ

て
考
古
学
者
や
美
術
史
家
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
三
群
の
文
献
を
扱
う
文
献

学
者
や
仏
教
学
者
た
ち
も
桑
山
氏
の
一
連
の
研
究
か
ら
大
い
に
稗
益
す
る
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
に
お
け
る
仏
教
の
興
隆
が
六
世
紀
後
半

以
降
だ
と
す
る
桑
山
説
（
論
文
8
・
9
）
に
従
え
ば
、
ス
コ
イ
エ
ン
目
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
仏
典
で
、
書
体
か
ら
そ
れ
よ
り
古
い
と
さ
れ
る
も
の
は
、
バ
ー

ミ
ヤ
ー
ン
で
筆
写
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
別
の
地
域
か
ら
搬
入
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
漢
文
文
献
を
駆
使
し
た
氏
の
研
究
成
果
は
、
と

り
わ
け
欧
米
の
研
究
者
に
と
っ
て
便
利
で
あ
る
に
違
い
な
く
、
種
々
の
出
版

物
に
分
散
し
た
桑
山
氏
の
英
語
に
よ
る
論
文
が
一
つ
の
本
に
ま
と
め
ら
れ
た

こ
と
は
朗
報
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
本
書
に
収
め
ら
れ
た
英
文
の
論
文
に
は
対

応
す
る
日
本
語
の
論
著
が
あ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
は
特
に
読
む
必

要
が
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
実
は
、
下
に
も
述
べ
る
よ
う
な
理
由

で
、
当
該
の
問
題
に
関
す
る
氏
の
最
新
の
見
解
を
知
る
た
め
に
は
本
書
に
目

を
通
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
本
書
は
す
で
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
集
め
た
も
の
な
の
で
、
本

書
に
固
有
の
新
し
い
貢
献
と
い
う
も
の
は
な
い
。
ま
た
評
者
自
身
の
学
問
的

背
景
か
ら
、
収
録
さ
れ
た
す
べ
て
の
論
文
の
内
容
に
精
通
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
内
容
を
吟
味
で
き
る
論
文
の
ほ
う
が
少
な
い
。
そ

れ
故
、
下
で
は
評
者
が
特
に
興
味
を
持
っ
た
論
文
に
関
し
て
、
桑
山
氏
の
貢

献
や
他
の
研
究
者
と
の
見
解
の
相
違
、
当
該
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
論
文
発

表
後
の
展
開
な
ど
、
気
が
つ
い
た
こ
と
を
い
く
ら
か
書
い
て
お
く
こ
と
に
す

る
。　

エ
フ
タ
ル
は
謎
の
民
族
で
多
く
の
不
明
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
収
録
さ

れ
た
論
文
で
は
最
長
の
論
文
7
で
、
桑
山
氏
は
従
来
常
識
と
さ
れ
て
い
る
エ

フ
タ
ル
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
破
仏
を
行
っ
た
と
す
る
説
に
は
、
確
た
る
証
拠
が

な
い
こ
と
を
論
証
し
て
見
せ
た
。
ま
た
熱
雲
の
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
エ
フ
タ
ル
が
本
拠
地
た
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
の
北
側
か
ら
ガ
ン

ダ
ー
ラ
方
面
に
進
出
し
た
ル
ー
ト
を
つ
き
と
め
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
七
世

紀
に
二
十
が
通
っ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
を
越
え
て
、
カ
ー
ブ
ル
河
沿
い
に
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ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
至
る
ル
ー
ト
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
着
目
し

た
。
こ
の
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
至
る
ル
ー
ト
の
変
化
こ
そ
、

バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
の
大
仏
の
年
代
問
題
な
ど
、
多
く
の
難
問
を
解
く
鍵
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
い
わ
ば
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
史
料
で
も
、
深
く
読
み
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
新
事
実
を
発
見
し
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
従
来
未
解
決

と
さ
れ
る
問
題
を
解
明
す
る
と
い
う
の
が
、
桑
山
氏
の
一
貫
し
た
ス
タ
イ
ル

で
、
得
ら
れ
る
新
知
見
の
射
程
が
す
こ
ぶ
る
広
い
。
行
歴
僧
の
伝
記
を
綿
密

に
検
討
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
ジ
ナ
グ
プ
タ
の
伝
記
の
中
で
、
五

五
五
年
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ
を
出
発
し
た
彼
が
エ
フ
タ
ル
の
王
庭
で
「
時
々
」
に

遭
遇
し
た
と
い
う
記
事
に
着
目
し
て
、
こ
れ
が
五
五
五
年
の
突
指
に
よ
る
エ

フ
タ
ル
攻
撃
に
対
応
す
る
と
見
な
し
た
。
こ
れ
な
ど
も
わ
ず
か
の
記
事
を
見

逃
さ
ず
、
重
要
な
歴
史
的
事
実
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
氏
の
研
究
方
法
の
よ

い
例
で
あ
ろ
う
。

　
偶
然
か
必
然
か
、
桑
山
氏
が
取
り
扱
う
テ
ー
マ
は
エ
フ
タ
ル
問
題
な
ど
、

中
央
ア
ジ
ア
史
上
の
難
間
中
の
難
問
で
、
今
な
お
未
解
決
の
も
の
も
多
い
。

牛
頭
の
冠
を
か
ぶ
っ
た
王
の
像
を
刻
し
た
煙
雨
家
コ
イ
ン
に
関
す
る
問
題

は
典
型
的
な
例
で
あ
る
（
論
文
1
3
）
。
氏
は
『
階
書
』
の
「
西
域
伝
」
の
下

国
の
条
に
、
王
は
金
の
竜
頭
冠
を
つ
け
る
と
あ
る
が
、
本
文
批
判
に
よ
っ
て

本
来
「
金
牛
頭
冠
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
～
方
で
、
『
西
域
図
記
隠

の
序
文
に
見
え
る
イ
ン
ド
へ
の
ル
ー
ト
の
分
析
か
ら
、
漕
国
は
ザ
ー
ブ
リ
ス

タ
ー
ン
で
あ
る
と
す
る
定
説
を
覆
し
、
実
際
に
は
カ
ー
ビ
シ
ー
に
対
応
す
る

こ
と
を
論
証
し
た
。
そ
の
上
で
多
数
存
在
す
る
類
似
の
コ
イ
ン
の
分
類
・
整

理
と
編
年
を
試
み
た
。
氏
が
累
碧
町
と
読
む
銘
文
を
現
在
多
く
の
研
究
者

は
潟
α
鑓
搾
（
塁
。
ξ
）
と
読
み
、
問
題
の
王
は
図
ぼ
臥
α
Q
ロ
Φ
睡
島
々
王
朝
に
属

し
、
エ
フ
タ
ル
で
は
な
い
と
す
る
氏
の
説
も
必
ず
し
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
階
の
時
代
の
カ
ー
ビ
シ
ー
の
王
が
牛
頭
冠

で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
、
こ
の
種
の
コ
イ
ン
の
発
行
地
と
時
代
を
考
え
る

上
で
の
座
標
軸
を
提
供
し
た
と
い
う
点
で
高
く
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
客
α
N
跨
は
大
方
の
見
解
で
は
、
エ
フ
タ
ル
の
支
配
者
（
英
雄
）
の

憩
○
霜
雪
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
同
様
に
巷
○
姥
日
と
さ
れ
る
囚
げ
騨
σ
q
臨
p
に

関
し
て
も
謎
が
多
い
。
論
文
1
5
で
も
こ
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
が
、
最
近
、

。・

ヶ
?
誉
N
o
と
い
う
銘
を
持
つ
印
章
が
発
表
さ
れ
た
。
報
告
者
に
よ
れ
ば
五

世
紀
半
ば
頃
の
も
の
だ
と
し
、
囚
ぼ
臣
σ
q
¢
勉
の
名
前
（
称
号
）
が
現
れ
る
も

っ
と
も
早
い
事
例
だ
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
名
前
な
い
し
称
号
が
後
々
の
こ

の
地
域
の
王
た
ち
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

桑
山
氏
の
囚
臣
誹
σ
q
貯
王
朝
説
は
採
用
し
て
い
な
い
。
Ω
■
即
〇
四
田
①
昼

、
、
日
訂
ゆ
鋤
。
氏
鴛
ω
①
鎮
。
｛
国
ぼ
昌
α
q
臨
暁
》
勲
隷
沁
ミ
翫
臥
註
ミ
N
駄
三
惑
ミ
9
韓

。
。
》
塾
っ
O
O
卜
。
り
℃
㍗
郎
一
－
置
紳
累
餓
ヨ
甲
≦
一
節
p
ヨ
ρ
、
、
↓
冨
じ
d
8
鼠
雪
渓
ω
臼
首
・

江
。
昌
。
昌
浄
Φ
ω
Φ
巴
。
｛
囚
ぼ
臣
α
Q
一
心
、
礼
ミ
卸
竈
」
鼻
G
。
山
膳
。
。
■
要
す
る
に
桑
山

氏
が
追
求
し
て
き
た
五
、
六
世
紀
以
降
の
カ
ー
ビ
シ
ー
関
係
の
資
料
が
ど
ん

ど
ん
発
見
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
氏
が
集
め
て
整
理
し
た
史
料
は
参
考
に

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
桑
山
氏
は
、
自
分
が
発
掘
に
た
ず
さ
わ
っ
た
カ
ー
ビ
シ
ー
・
カ
ー
ブ
ル
地

区
の
タ
パ
・
ス
カ
ン
ダ
ル
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
遺
跡
や
神
像
の
編
年
や
、
当

時
の
支
配
者
、
当
時
の
首
邑
の
場
所
に
は
並
々
な
ら
ぬ
興
味
を
持
っ
て
精
力

的
に
論
文
を
発
表
し
た
。
上
で
紹
介
し
た
も
の
以
外
で
は
論
文
1
0
・
1
1
・

12

E
1
4
が
、
遺
跡
と
漢
文
史
料
と
の
関
係
、
ベ
グ
ラ
ム
の
遺
跡
最
新
層
の
編

年
、
出
土
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
像
を
扱
っ
て
い
る
。
首
邑
の
位
置
が
、

ベ
グ
ラ
ム
か
ら
カ
ー
ブ
ル
に
遷
っ
た
経
緯
は
論
文
1
6
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

玄
奨
が
は
じ
め
て
言
及
し
た
、
カ
ー
ビ
シ
ー
と
ザ
ー
ブ
リ
ス
タ
ー
ン
の
間
の

122　（886）



評よ旋
医欝

弗
栗
侍
薩
奏
上
に
ほ
そ
ぼ
そ
と
暮
ら
し
て
い
た
怪
禽
は
、
七
世
紀
の
終
わ
り

に
は
強
大
と
な
り
、
ベ
グ
ラ
ム
に
い
た
囚
げ
践
σ
q
一
㌶
王
朝
か
ら
統
治
権
を
纂

肥
し
、
カ
…
ブ
ル
に
都
を
遷
し
た
と
い
う
の
が
桑
山
氏
の
考
え
方
で
あ
る
。

（
な
お
弗
栗
侍
薩
燃
那
の
位
置
と
原
語
に
関
し
て
は
、
稲
葉
穣
の
最
近
の
研

究
「
ナ
ー
イ
・
カ
ラ
石
窟
開
窟
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
」
『
西
南
ア
ジ
ア

研
究
睡
㎝
c
。
”
卜
。
O
O
ω
も
唱
．
Q
。
甲
㊤
①
が
発
表
さ
れ
た
。
）
氏
の
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、

稲
葉
穣
「
七
一
八
世
紀
の
ザ
ー
ブ
リ
ス
タ
ー
ン
の
三
人
の
王
」
『
西
南
ア
ジ

ア
研
究
騙
G
。
9
一
〇
〇
飼
署
．
ω
Φ
－
①
O
の
研
究
に
も
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
こ

の
突
理
系
の
支
配
者
の
時
代
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
像
が
属
す
る
と
す
る
。

　
こ
こ
で
い
う
突
厭
が
、
慧
超
の
報
告
に
基
づ
い
て
西
突
蕨
に
由
来
す
る
の

で
は
な
く
、
怪
く
別
系
統
の
ト
ル
コ
だ
と
す
る
桑
山
氏
の
説
を
、
評
者
は
か

つ
て
は
い
ぶ
か
し
く
思
っ
て
い
た
。
他
の
ど
ん
な
ト
ル
コ
系
の
民
族
が
こ
こ

に
存
在
し
得
る
の
か
？
し
か
し
最
近
発
表
さ
れ
た
バ
ク
ト
リ
ア
語
文
書
に
は
、

七
琶
紀
の
終
わ
り
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
に
ト
ル
コ
系
の
ハ
ラ
ジ
族
が
い
た

こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
り
、
問
題
の
突
厭
は
ハ
ラ
ジ
族
に
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
こ
う
し
て
八
－
九
世
紀
の
「
汎
愛
…
ビ
シ
ー
襯
の
支
配
者
と
し
て
ハ

ラ
ジ
族
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
慧
超
の
報
告
と
桑
山
の
氏
の
推
定
が

正
し
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
評
者
の
興
味
に
従
っ
て
、
若
干
の
収
録
論
文
の
内
容
や
問
題
点
を
紹

介
し
た
。
最
後
に
本
書
で
注
意
す
べ
き
点
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
出
版
物
と
く
ら
べ
る
と
多
く

の
点
で
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
単
に
英
語
の
表
現
を
変
更
し

た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
論
文
発
表
後
に
判
明
し
た
知
見
も
含
ま
れ
て
い

る
。
論
文
1
を
例
に
と
れ
ば
、
本
来
の
論
文
の
ほ
ぼ
丁
五
倍
に
な
っ
て
お

り
、
全
く
別
の
論
文
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
つ
ま
り
本
書
に
収
め
ら
れ
た

論
文
は
単
な
る
再
録
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
引
用
に
際
し
て
は
注
意
を
要

す
る
。
こ
の
点
は
本
書
の
ど
こ
に
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
特
に
注
意

を
喚
起
し
た
。
一
方
で
こ
の
点
は
桑
山
氏
の
研
究
の
特
色
の
ひ
と
つ
で
も
あ

る
。
氏
の
著
作
目
録
を
注
意
深
く
見
る
と
、
非
常
に
早
い
時
期
に
得
た
ア
イ

デ
ィ
ア
を
後
に
ス
パ
イ
ラ
ル
式
に
深
化
・
発
展
さ
せ
て
、
新
し
い
論
考
を
発

表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
論
文
1
に
つ
い
て
書
え
ば
、
つ
い
最
近
も
関

連
す
る
論
考
を
発
表
し
て
い
る
”
「
仏
像
出
現
ご
ろ
の
タ
キ
シ
ラ
　
層
位
と

編
年
扁
隅
東
方
学
駈
一
〇
ρ
卜
。
O
O
ρ
署
・
一
季
O
。

　
一
ぢ
目
は
、
第
一
の
点
と
も
関
連
す
る
が
、
漢
字
の
表
記
と
引
用
に
つ
い

て
で
あ
る
。
た
い
て
い
の
場
合
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
論
文
で
は
ピ
ン
イ
ン
表
記

以
外
に
漢
字
そ
の
も
の
も
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
に
は
一
字
の
漢
字
も

提
示
さ
れ
な
い
。
論
文
8
（
本
書
や
一
腿
O
）
の
表
題
の
末
尾
に
付
さ
れ
た

星
印
（
＊
）
は
、
本
来
の
出
版
物
で
は
論
文
の
末
尾
に
漢
字
が
与
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
示
す
注
記
で
あ
っ
た
が
、
本
書
で
は
星
印
だ
け
が
残
る
こ
と
に

な
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
は
、
こ
の
星
印
の
意
味
が
わ

か
ら
な
い
。
上
で
も
述
べ
た
と
お
り
本
書
は
、
主
に
欧
米
の
研
究
者
を
読
者

に
想
定
し
た
論
文
集
で
あ
る
が
、
漢
字
に
う
と
い
彼
ら
だ
け
で
な
く
漢
字
に

親
し
ん
で
い
る
我
々
に
と
っ
て
す
ら
、
ピ
ン
イ
ン
表
記
だ
け
か
ら
本
来
の
漢

字
を
突
き
止
め
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
。

　
ち
な
み
に
本
書
の
よ
う
な
特
殊
な
地
名
や
人
名
を
多
く
含
む
本
と
し
て
は
、

誤
植
や
単
純
な
誤
り
は
多
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
や
は
り
い
く
ら
か

は
桑
山
氏
の
目
を
逃
れ
て
存
在
す
る
。
深
刻
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら

な
い
が
、
論
文
7
・
8
に
お
い
て
、
ω
項
類
と
あ
る
べ
き
語
が
単
に
ω
と
な

っ
て
い
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
工
つ
の
論
文
で
は
別
に
、
次
の
点
も

訂
正
を
要
す
る
一
℃
．
一
鱒
。
。
下
か
ら
｝
六
行
目
玉
露
寒
這
匡
①
の
後
を
H
①
－

（887）123



巷
Φ
o
覗
く
Φ
ξ
乱
臣
言
忌
訂
口
9
巳
囚
箆
鋤
錘
に
改
め
る
　
㍗
一
G
。
ω
下
か
ら
八

行
目
の
囚
§
曾
N
の
後
に
H
ぞ
輿
を
挿
入
す
る
“
毛
．
お
膳
畏
し
。
㎝
で
は
巳
ゆ
ρ

（
イ
タ
）
は
漢
文
の
原
文
の
「
部
落
」
「
部
」
の
翻
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
原

語
に
つ
い
て
説
明
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る

O
巨
一
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

一
論
文
8
で
は
ク
チ
ャ
が
常
に

124 （888）
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